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大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

〔
講
座
講
演
よ
り
〕

懐

徳

堂

の

伝

統

懐
徳
堂
の
精
神
や
伝
統
は
現
代
に
も
生
き
て
い
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
懐
徳
堂
記
念
会
で
毎
年
春
秋
に
開
催
し
て
い
る
公

開
講
座
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
大
阪
市
内
で
僅
さ

れ
て
い
る
シ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
「
現
代
の
懐
徳

堂
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
て

P
.
R
し
て
い
る

場
合
も
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
「
懐
徳
堂
五
同
志
」
と
言
わ
れ
る

大
坂
町
人
た
ち
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
、
初
代
学

主
の
三
宅
石
庵
は
じ
め
、
そ
の
後
を
継
い
だ
中
井
甍
庵
、
三
宅
春

楼
、
中
井
竹
山
、
中
井
蕉
園
、
中
井
碩
果
、
並
河
寒
泉
、
中
井
桐

園
ら
の
歴
代
学
主
や
預
り
人
た
ち
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
て
き
ま
し

た
懐
徳
堂
の
学
問
は
、
大
坂
に
お
け
る
実
学
の
伝
統
を
築
き
上

大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

七
五

げ
、
懐
徳
堂
が
町
人
学
の
殿
堂
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
学
と
い
う
の
は
、
狭
い
意
味
で
の
身
辺
実
用
の
学
と
い

う
見
方
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
自
由
討
究
の
学
問
精
神
に
よ
っ
て

裏
‘
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
点
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
懐
徳
堂
で
は
四
書
・
五
経
を
テ
キ
ス
ト
に
し
な
が
ら
も

ひ
ろ
く
学
ん
で
、
懐
疑
の
精
神
を
も
っ
て
自
由
に
批
判
し
、
か
つ

中
正
を
得
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
学
問

と
し
て
の
整
合
性
よ
り
も
、
そ
の
実
践
性
に
ボ
イ
ン
ト
を
置
い
て

お
り
、
町
人
向
け
の
教
養
的
儒
学
を
創
造
し
た
と
こ
ろ
に
、
懐
徳

堂
の
特
質
が
う
か
が
わ
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
点
、
江
戸
幕

府
の
学
問
所
で
あ
り
ま
し
た
江
戸
湯
島
（
は
じ
め
は
上
野
忍
ヶ
岡

し
よ
う
へ
い
こ
う

に
あ
り
ま
し
た
）
の
昌
平
燥
と
は
性
格
を
い
ち
じ
る
し
く
異
に
し

て
お
り
、
懐
徳
堂
の
学
問
は
虚
心
坦
捩
で
、
町
人
教
育
の
本
旨
に

作

道

洋

太

郎



そ
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

大
坂
に
お
け
る
実
学
は
、
こ
の
よ
う
な
懐
徳
堂
の
学
問
に
よ
っ

て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
、
日
本
資
本
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
歴
史
的
枠
組

み
）
を
つ
く
っ
た
渋
沢
栄
一
が
『
論
語
』
を
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
儒

教
資
本
主
義
を
提
唱
し
、
儒
教
の
な
か
に
近
代
企
業
家
の
エ
ー
ト

ス
（
経
済
倫
理
）
を
求
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
儒
教
資
本
主
義
の
ル
ー
ツ
は
懐
徳
堂
の
学
問
の
な
か
に
も
求

め
ら
れ
る
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

実
学
の
精
神
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
江
戸
期
大
坂
町
人
道
が
確

立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
ま
し
ょ

う。
こ
の
懐
徳
堂
は
、
さ
き
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
「
懐
徳
堂
五
同

志
」
、
す
な
わ
ち
大
坂
尼
崎
町
一
丁
目
（
現
在
、
東
区
今
橋
四
丁

目
）
の
醤
油
醸
造
業
者
（
一
説
に
よ
り
ま
す
と
、
漬
物
商
で
あ
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
の
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
（
富
永
芳

春
）
、
両
替
商
（
一
説
で
は
舟
板
問
屋
）
の
備
前
屋
吉
兵
衛
（
吉

田
可
久
）
、
貸
家
業
の
三
星
屋
武
右
衛
門
（
中
村
良
斎
）
、
家
業
は

不
詳
の
舟
橋
屋
四
郎
右
衛
門
（
長
崎
克
之
）
、
両
替
商
鴻
池
善
右

衛
門
家
三
代
の
当
主
宗
利
の
女
婿
に
あ
た
る
鴻
池
屋
又
四
郎
（
山

中
宗
古
）
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
大
坂
町

大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

人
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
家
業
の
経
営
に
よ
っ
て
資

本
を
蓄
禎
す
る
だ
け
の
単
な
る
「
自
己
蓄
積
型
」
の
タ
イ
プ
の
富

商
で
は
な
く
、
資
本
蓄
積
に
あ
わ
せ
て
、
企
業
利
益
の
社
会
還
元

を
意
図
し
て
い
た
「
文
化
振
興
型
」
の
タ
イ
プ
の
大
坂
町
人
で
あ

っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

今
日
講
話
で
取
り
上
げ
ま
す
近
現
代
の
大
阪
の
企
業
家
も
、
そ

の
よ
う
な
意
味
で
は
「
文
化
振
興
型
」
の
人
び
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
社
会
経
済
状
況
の
大
き
な
違
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
懐
徳
堂
の
伝
統
精
神
と
近
現
代
の
企
業
家
精
神
と
の
歴

史
的
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

近
現
代
の
大
阪
に
お
け
る
企
業
家
の
学
術
文
化
振
興
の
活
動

は
、
宮
本
又
次
先
生
が
さ
き
に
著
わ
さ
れ
た
『
大
阪
経
済
人
と
文

化
』
（
昭
和
五
十
八
年
・
実
教
出
版
発
行
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
活
動
状
況
を
年
表

風
に
ま
と
め
て
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
表
関
西
企
業
家
の
文
化
活
動

①
明
治
十
―
―
一
年
五
代
友
厚
・
門
田
三
郎
兵
衛
・
伊
庭
貞
剛

ら
大
阪
商
業
諧
習
所
（
現
在
の
大
阪
市
大
）
の
設
立
。

明
治
三
十
七
年
住
友
春
翠
大
阪
府
立
図
書
館
（
中
之

(2) 

近
代
企
業
家
の
学
術
文
化
振
興

七
六



大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

島
）
の
寄
付
。

⑥
明
治
四
十
四
年
岩
本
栄
之
助
大
阪
市
中
央
公
会
堂

（
大
正
七
年
竣
工
）
の
建
設
基
金
一

0
0万
円
を
寄
付
。

④
大
正
五
年
永
田
仁
助
・
住
友
春
翠
・
鈴
木
馬
左
也
ら

重
建
懐
徳
堂
（
東
区
豊
後
町
）
の
建
設
。

⑮
大
正
五
年
塩
見
政
次
塩
見
理
化
学
研
究
所
（
竣
工
は

大
正
十
四
年
、
初
代
所
長
は
府
立
大
阪
医
科
大
学
学
長
佐
多

愛
彦
）
の
建
設
基
金
一

0
0万
円
を
寄
付
。

⑱
大
正
六
年
竹
尾
治
右
衛
門
竹
尾
結
核
研
究
所
（
所
長

佐
多
愛
彦
）
を
設
立
。

⑦
大
正
七
年
山
口
玄
洞
山
口
厚
生
病
院
（
元
中
津
藩
大

坂
蔵
屋
敷
所
在
地
）
の
設
立
資
金
一

0
0万
円
を
拠
出
（
大

正
十
一
年
竣
工
、
そ
の
管
理
は
府
立
大
阪
医
科
大
学
）
。

⑱
大
正
八
年
大
原
孫
三
郎
大
原
社
会
問
題
研
究
所
（
天

王
寺
区
伶
人
町
、
現
在
大
阪
府
立
夕
陽
丘
図
書
館
）
を
設

立。

⑲
大
正
十
年
住
友
春
翠
慶
沢
園
（
天
王
寺
区
茶
臼
山

町
）
を
大
阪
市
へ
寄
付
。

⑩
大
正
十
四
年
住
友
春
翠
京
都
鹿
ケ
谷
の
別
邸
内
に
泉

屋
博
古
館
を
建
設
（
昭
和
三
年
竣
工
）
。

⑪
昭
和
二
年
野
村
徳
七
大
阪
商
科
大
学
（
現
大
阪
市

七
七

村
山
龍
平
（
没
後
）

大
）
経
済
研
究
所
設
置
資
金
一

0
0万
円
を
大
阪
市
へ
寄
付

（
昭
和
三
年
開
設
）
。

⑫
昭
和
六
年
・
八
年
山
口
玄
洞
大
阪
大
学
に
微
生
物
病

研
究
所
を
寄
付
。

⑬
昭
和
九
年
嘉
納
治
兵
衛
神
戸
市
に
白
鶴
美
術
館
を
開

館。

⑭
昭
和
十
三
年
伊
藤
忠
兵
衛
・
小
倉
正
恒
ら
大
阪
大
学

に
産
業
科
学
研
究
所
を
設
置
。

⑲
昭
和
二
十
五
年
黒
川
幸
七
芦
屋
市
に
黒
川
古
文
化
研

究
所
を
設
立
（
現
在
西
宮
市
苦
楽
園
一
―
一
番
町
）
。

⑯
昭
和
二
十
六
年
藤
田
伝
三
郎
・
平
太
郎
（
没
後
）
大

阪
市
に
藤
田
美
術
館
を
設
立
。

⑰
昭
和
三
十
二
年
小
林
ニ
―
-
（
没
後
）
池
田
市
に
逸
翁

美
術
館
を
開
館
。

⑱
昭
和
三
十
七
年
鳥
井
信
治
郎
（
没
後
）
大
阪
大
学
蛋

白
質
研
究
所
に
酵
素
研
究
所
鳥
井
記
念
館
を
寄
付
。

⑲
昭
和
三
十
九
年
山
口
吉
郎
兵
衛
（
没
後
）
芦
屋
市
に

滴
翠
美
術
館
を
開
館
。

⑳
昭
和
四
十
六
年
頴
川
徳
助

設
立
。

⑳
昭
和
四
十
七
年

神
戸
市
に
香
雪

西
宮
市
に
頴
川
美
術
館
を



大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

美
術
館
を
設
立
。

こ
こ
に
挙
げ
ま
し
た
事
例
は
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
が
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
に
は
教

育
研
究
機
関
を
は
じ
め
、
病
院
・
美
術
館
・
公
園
な
ど
が
あ
り
、

非
常
に
多
彩
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
大
学
と
の
関
係
か
ら

見
ま
す
と
、
重
建
懐
徳
堂
（
前
記
の
い
）
、
塩
見
理
化
学
研
究
所

（
⑮
)
、
竹
尾
結
核
研
究
所
（
⑱
)
、
山
口
厚
生
病
院
（
⑦
）
、
微

生
物
病
研
究
所
（
⑬
)
、
産
業
科
学
研
究
所
（
⑲
)
、
蛋
白
質
研
究

所
鳥
井
記
念
館
（
⑱
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
阪
の
企
業
家
に
よ
る
公
共
へ
の
奉
仕
、
学
術
文

化
へ
の
寄
与
に
は
、
懐
徳
堂
の
創
設
と
そ
の
運
営
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
町
人
文
化
の
精
神
風
土
が
見

い
だ
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
今
日
の
講
話
で
は
、
そ
の
う
ち
山

ロ
玄
洞
の
企
業
者
活
動
と
、
そ
れ
を
つ
ら
ぬ
く
企
業
家
精
神
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
道
出
身
の
船
場
商
人
で
あ
っ
た
山
口
玄
洞
は
、
大
阪
大
学
の

微
生
物
病
研
究
所
の
創
設
や
、
医
学
部
附
属
病
院
の
建
設
な
ど
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
と
く
に
懐
徳
堂
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
と
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
山
口
玄
洞

の
活
力
に
溢
れ
た
企
業
者
活
動
や
、
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
に
全
力

を
注
い
だ
清
ら
か
な
生
涯
に
は
、
懐
徳
堂
の
精
神
や
伝
統
が
生
か

山
口
玄
洞
の
企
業
者
活
動

さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
大
阪
独
特
の
企
業
文
化

の
な
か
に
、
懐
徳
堂
学
の
今
日
的
意
味
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
口
玄
洞
は
、
幕
末
期
の
文
久
三
年
(
-
八
六
尾
道
の

医
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
少
年
期
に
父
を
失
い
、
大

阪
の
商
家
に
丁
稚
奉
公
を
し
て
、
の
ち
に
独
立
開
業
に
踏
み
切

り
、
船
場
の
洋
反
物
商
盆
唐
物
屋
）
か
ら
大
型
の
繊
維
商
社
へ
と

成
長
し
、
海
外
市
場
の
開
拓
に
も
っ
と
め
、
大
き
な
成
功
を
収
め

ま
し
た
。
多
額
納
税
者
で
貴
族
院
議
員
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
五

十
六
歳
の
と
き
に
は
引
退
し
、
仏
教
に
帰
依
し
て
社
会
奉
仕
一
筋

の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
稀
有
な
生
涯
に
は
、
懐

徳
堂
学
が
現
代
に
語
り
か
け
て
い
る
課
題
と
も
、
な
に
か
共
通
し

た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

山
口
玄
洞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
本
又
次
•
安
岡
重
明
の
両
氏

が
編
纂
さ
れ
た
『
山
口
玄
八
十
年
史
』
（
昭
和
四
十
年
・
株
式
会

社
山
口
玄
発
行
）
や
、
尾
道
市
立
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編

集
の
『
日
本
名
宝
の
旅
・
尾
道
|
_
山
口
玄
洞
ゆ
か
り
の
寺
院

と
茶
道
名
宝
展
|
~
』
（
昭
和
六
十
三
年
・
尾
道
市
立
美
術
館
発

行
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
文
献
に
よ
り
な
が
ら
、
玄
洞
の

七
八



大
阪
の
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主
要
な
活
動
を
年
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

第
二
表
山
口
玄
洞
の
年
譜

①
文
久
―
―
一
年
尾
道
の
医
師
山
口
寿
安
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
る
（
幼
名
謙
一
郎
）
。

③
明
治
四
年
岩
城
島
（
愛
媛
県
）
の
漠
学
塾
「
知
新
学

校
」
で
学
ぶ
。

⑱
明
治
十
年
父
の
急
死
に
よ
り
帰
省
、
荒
物
の
行
商
を
始

め
る
。

切
明
治
十
一
年
大
阪
の
洋
反
物
商
土
居
善
に
丁
稚
奉
公

（
通
称
清
助
）
。

伺
明
治
十
五
年
大
阪
伏
見
町
で
独
立
開
業
。
念
の
商
標
を

定
め
る
。

⑱
大
正
元
年
大
阪
備
後
町
に
店
舗
を
新
築
。

り
大
正
七
年
株
式
会
社
に
組
織
変
更
。
玄
洞
引
退
（
五
十

六
歳
）
。
山
口
厚
生
病
院
（
大
阪
堂
島
）
を
寄
付
（
大
正
十

一
年
竣
工
）
。

⑱
大
正
十
一
年
尾
道
市
の
上
水
道
敷
設
資
金
と
し
て
一
〇

三
万
円
余
を
寄
付
。

⑲
大
正
十
三
年
京
都
寺
町
に
山
口
仏
教
会
館
を
建
設
（
現

在
京
都
市
歴
史
資
料
館
）
。

⑩
昭
和
三
年
京
都
市
伏
見
区
の
醍
醐
寺
の
大
講
堂
を
は
じ

七
九

め
弁
天
堂
・
不
動
堂
・
鐘
楼
・
阿
閤
梨
寮
・
総
門
・
学
寮
・

地
蔵
堂
・
伝
法
院
本
館
な
ど
九
棟
を
建
立
。

⑪
昭
和
八
年
ー
同
十
年
京
都
市
右
京
区
高
雄
の
神
護
寺
の

金
堂
・
多
宝
塔
・
和
気
清
麿
廟
・
茶
室
な
ど
を
新
築
、
毘
沙

門
堂
そ
の
他
を
修
築
。

⑫
昭
和
十
二
年
比
叡
山
の
延
暦
寺
に
阿
弥
陀
堂
を
新
築

（
そ
の
竣
工
を
見
な
い
で
玄
洞
他
界
）
。

⑬
昭
和
十
二
年
玄
洞
死
去
（
一
月
九
日
、
七
十
五
歳
）
。

こ
の
年
譜
で
は
、
山
口
玄
洞
の
企
業
者
活
動
よ
り
も
学
術
文
化

の
振
典
や
公
共
事
業
へ
の
社
会
奉
仕
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、

跨
山
口
玄
の
経
営
史
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
申
し
ま
し

た
社
史
『
山
口
玄
八
十
年
史
』
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
山
口
玄
洞
の
生
い
立
ち
や
、
旺
盛
な

企
業
家
精
神
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
二
、
三
申
し
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。玄
洞
は
九
歳
の
と
き
、
父
の
配
慮
で
尾
道
か
ら
離
れ
た
愛
媛
県

岩
城
島
の
漠
学
塾
（
前
記
の
③
）
で
勉
学
の
機
会
を
得
た
の
で
し

た
。
そ
の
と
き
父
寿
安
は
玄
洞
に
「
要
用
書
」
（
明
治
八
年
）
と

題
し
た
日
常
生
活
の
心
得
に
つ
い
て
書
簡
を
送
り
、
父
親
と
し
て

の
深
い
慈
愛
を
示
し
て
い
る
の
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
次
に
、
そ
の
要
点
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
紹
介
し



口
食
事
上
の
注
意
事
項

①
食
い
合
わ
せ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。
例
え

ば
、
蛸
と
梅
、
猪
肉
と
生
姜
、
碗
豆
と
南
京
瓜
な
ど
は
注

意
さ
れ
た
い
。

(1t≫ (9) (8) (7) (6) 

た
い
と
思
い
ま
す
（
そ
の
全
文
は
『
山
口
玄
八
十
年
史
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
）
。

第
三
表
父
寿
安
の
処
世
訓

日
生
活
規
範
に
つ
い
て

①
朝
夕
神
様
を
拝
む
こ
と
。

③
御
守
を
粗
末
に
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
す
る
こ
と
。

⑥
友
達
と
は
親
し
く
し
、
喧
嘩
口
論
な
ど
は
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

句
乱
暴
な
遊
び
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

⑮
高
い
所
に
は
登
る
よ
う
な
危
険
な
こ
と
は
し
な
い
こ

と。
手
紙
は
き
ち
ん
と
二
つ
折
り
に
す
る
こ
と
。

行
水
を
し
た
後
で
浴
衣
か
白
帷
子
を
着
る
こ
と
。

歯
磨
き
を
送
る
か
ら
朝
夕
必
ず
歯
を
磨
く
こ
と
。

汚
れ
た
着
物
は
船
便
で
送
り
返
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。

茶
枕
を
送
る
か
ら
、
余
り
高
過
ぎ
ぬ
よ
う
に
し
て
使
う

こ
と
。 大

阪
の
企
業
家
と
文
化
振
興

③
魚
の
骨
を
た
て
ぬ
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
若
し
骨
が
た

っ
た
時
に
は
、
茶
碗
の
縁
に
墨
で
「
生
鬼
同
根
万
物
一

鉢
」
と
書
き
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
ヲ
と
十
遍
唱

え
、
水
を
入
れ
て
呑
む
こ
と
。

⑱
西
瓜
・
ト
コ
ロ
テ
ン
・
甘
酒
の
類
は
適
抵
を
心
掛
け
、

食
べ
過
ぎ
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

切
夏
の
飯
は
腐
敗
し
や
す
い
か
ら
、
酢
を
入
れ
て
炊
く
こ

と。

こ
の
よ
う
な
父
か
ら
子
に
書
き
送
っ
た
処
世
訓
を
読
ん
で
い
ま

す
と
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り
息
子
へ
の

30
通
の
手
紙
』
（
キ
ン
グ
ス
レ
イ
・
ウ
ォ
ー
ド
著
、
城
山
―
―
―
郎

訳
）
が
連
想
さ
れ
て
来
ま
す
。
後
継
者
養
成
や
人
材
育
成
の
コ
ッ

が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

父
の
死
後
、
尾
道
で
荒
物
の
行
商
や
、
大
阪
本
町
で
の
丁
稚
奉

公
を
し
て
か
ら
独
立
開
業
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
が
（
⑱
ふ
田
・

伺
）
、
そ
の
間
「
船
場
学
校
」
と
も
言
う
べ
き
行
動
的
体
験
学
の

本
場
の
大
阪
で
得
難
い
経
験
を
積
み
重
ね
ふ
た
状
況
が
、
前
記
の

『
八
十
年
史
』
の
な
か
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
正
七
年
一
月
、
個
人
商
店
か
ら
株
式
会
社
山
口
商
店
へ
と
改

組
さ
れ
ま
し
た
（
⑦
)
。
資
本
金
は
一

0
0万
円
で
し
た
。
そ
の

機
会
に
、
玄
洞
は
引
退
し
、
多
年
に
わ
た
っ
て
育
成
し
て
き
た
幹

八
〇
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部
社
員
に
す
べ
て
の
権
限
を
委
譲
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
相
談
役

程
度
の
役
割
は
そ
の
後
も
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
玄
洞
の
引

退
は
五
十
六
歳
の
と
き
で
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い

こ
と
や
、
新
宅
山
口
嘉
蔵
の
事
業
上
の
失
敗
も
引
き
金
に
な
っ
た

と
、
さ
き
の
『
八
十
年
史
』
に
は
述
べ
て
い
ま
す
。

玄
洞
の
引
退
後
、
第
一
次
大
戦
の
終
結
に
伴
う
景
気
の
変
動
が

激
し
く
、
大
正
九
年
に
は
戦
後
恐
慌
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
山
口

商
店
の
経
営
は
順
調
に
伸
び
、
大
正
八
、
九
年
の
頃
に
は
資
本
金

の
二
倍
半
に
も
及
ぶ
二
五

0
万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

驚
く
べ
き
成
長
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
山
口
商
店
の
重

役
陣
は
増
資
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
玄
洞
は
堅
実
経
営
の
基

調
を
説
い
て
カ
ミ
ナ
リ
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
不
況
局
面

に
突
入
し
、
業
界
は
急
速
に
窮
状
に
お
ち
い
り
ま
し
た
が
、
山
口

商
店
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
、
玄
洞
の
カ
リ
ス
マ
性
が
発
揮
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
引
退
後
に
お
い
て
も

要
所
は
キ
チ
ン
と
押
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

二
、
三
年
後
の
大
正
十
一
年
に
は
二
五

0
万
円
に
増
資
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
不
況
下
で
も
堅
実
経
営
を
続
け
、
世
間
か
ら
注

目
を
浴
び
ま
し
た
の
は
、
手
形
を
用
い
な
い
で
現
金
取
引
を
主
体

と
し
て
お
り
、
思
惑
買
い
を
戒
め
、
他
方
で
は
海
外
市
場
を
開
拓

八

し
て
、
稼
極
的
に
繊
維
製
品
の
輸
出
に
力
を
注
ぎ
、
ま
た
大
阪
川

ロ
の
華
僑
全
員
を
京
都
嵐
山
に
招
待
し
て
同
業
者
を
驚
か
せ
る
な

ど
、
華
々
し
い
企
業
者
活
動
を
展
開
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

山
口
商
店
の
社
員
は
月
給
も
ポ
ー
ナ
ス
も
京
阪
神
地
方
で
最
高
ク

ラ
ス
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
方
面
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
と
言
う

こ
と
で
す
。

玄
洞
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
蓄
積
さ
れ
た
企
業
利
益
を
、
さ
き

に
年
譜
で
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
各
種
の
公
共
事
業
の
た
め
に
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。
故
郷
の
尾
道
で
は
良
質
の
水
が
乏
し
く
、
上

水
道
を
必
要
と
し
ま
し
た
と
き
、
総
工
費
一
四
八
万
円
余
の
う
ち

国
庫
補
助
・
県
補
助
な
ど
を
控
除
し
た
一

01―
一
万
円
を
ボ
ン
と
寄

付
し
て
お
り
ま
す
（
⑱
)
。
ま
た
玄
洞
の
初
発
心
の
土
地
京
都
に

山
口
仏
教
会
館
を
建
て
（
⑲
)
、
玄
洞
に
禅
的
陶
酔
の
境
地
を
悟

ら
せ
た
方
広
寺
派
管
長
間
宮
英
宗
禅
師
を
館
長
に
迎
え
た
の
で
し

こ。t
 さら
に
玄
洞
は
、
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
山
口
厚
生
病

院
の
建
設
や
、
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
の
創
設
に
も
力
を
入

れ
、
医
療
機
関
や
教
育
研
究
施
設
の
拡
充
•
発
展
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。引
退
後
、
信
仰
の
生
活
に
入
っ
て
い
ま
し
た
玄
洞
は
、
醍
醐
寺

（
⑩
）
、
神
謹
寺
（
⑪
)
、
延
暦
寺
（
⑫
)
を
は
じ
め
、
各
地
の
寺
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院
建
立
に
巨
費
を
投
じ
た
の
で
し
た
。
玄
洞
に
よ
る
寺
院
の
堂
塔

の
建
立
だ
け
で
も
一

0
0棟
を
超
え
、
そ
の
寄
付
総
額
は
五
百
数

十
万
円
に
も
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
現
在
で

言
え
ば
一

0
0億
円
を
は
る
か
に
超
え
る
金
額
で
あ
り
ま
し
た
。

玄
洞
は
豪
福
に
あ
り
が
ち
の
守
銭
奴
で
は
な
く
て
、
「
捨
銭
頷
」

だ
っ
た
と
―
-
＝
口
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。

玄
洞
が
寺
院
建
立
に
際
し
て
、
三
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
（
『
山
口
玄
八
十
年
史
』
に
よ
る
）
。
そ
の
第
一
は
寺
院
の

由
緒
が
正
し
い
こ
と
、
第
二
は
景
勝
の
地
に
あ
る
こ
と
、
第
三
は

住
職
の
人
柄
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
と
こ
ろ
に
も
、
船
場
商
人
と
し
て
の
鋭
い
着
眼
点
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

玄
洞
に
よ
る
社
会
事
業
や
学
術
文
化
振
興
の
活
動
を
つ
ら
ぬ
く

も
の
は
、
「
無
功
徳
」
の
精
神
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
陰
徳
を
つ
む
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
臨
済
宗
の
バ
イ
プ
ル
と
も

見
ら
れ
る
「
碧
巌
録
」
の
精
神
で
も
あ
り
ま
す
。

玄
洞
が
尾
道
市
に
上
水
道
敷
設
資
金
を
寄
付
し
た
と
き
、
尾
道

市
で
は
謝
意
を
表
わ
す
た
め
に
銅
像
を
建
て
た
い
と
か
、
男
爵
の

爵
位
を
申
請
し
た
い
と
い
う
運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ

の
動
き
を
聞
い
た
玄
洞
は
「
自
分
と
し
て
は
代
償
を
受
け
る
た
め

に
し
た
の
で
は
な
い
。
無
功
徳
の
精
神
だ
か
ら
。
そ
れ
な
ら
尾
道

市
民
各
自
が
祖
先
に
感
謝
し
、
現
在
未
来
の
幸
福
を
祈
念
す
る
た

め
念
仏
を
三
遍
唱
え
て
頂
け
ば
満
足
で
あ
る
」
（
前
記
の
『
八
十

年
史
』
に
よ
る
）
と
言
っ
て
、
そ
の
申
し
出
を
キ
ッ
パ
リ
と
断
わ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
陰
徳
を
つ
む
と
言
う
考
え

方
は
、
江
戸
時
代
以
来
大
坂
町
人
の
伝
統
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
江
戸
時
代
と
近
現
代
と
の
歴
史

的
連
続
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

懐
徳
堂
と
現
代

民
俗
学
に
、
（
晴
）
と
「
ヶ
」
（
褻
）
と
い
う
生
活

律
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ソ
ィ
キ
と
フ
ダ
ン
着
、
稲
作
文
化
と
非
稲
作

文
化
、
宮
廷
儀
礼
と
民
間
儀
礼
な
ど
、
日
本
人
の
生
活
の
な
か
に

は
独
特
の
循
環
構
造
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
見
方
か
ら
考
え
ま
す
と
、
江
戸
期
商
人
が
家
業
経
営

に
よ
っ
て
商
業
利
潤
を
蓄
禎
し
て
行
く
日
常
活
動
は
「
ヶ
」
の
文

化
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
「
懐
徳
堂
五
同
志
」
が
協
力
し
て
学

問
所
の
懐
徳
堂
を
建
設
し
た
こ
と
は
「
ハ
レ
」
の
文
化
だ
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
の
で
す
。

ま
た
山
口
玄
洞
の
企
業
者
活
動
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
日

常
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
と
し
て
の
「
ヶ
」
の
文
化
と
、
教
育
研
究

機
関
・
病
院
・
寺
院
建
立
に
見
ら
れ
る
「
ハ
レ
」
の
文
化
が
あ
っ

「
ハ
レ
」

/¥ 



大
阪
の
企
業
家
と
文
化
振
典

た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
「
ハ
レ
」
と
「
ヶ
」
を
結
ぶ
も
の
は
、
懐
徳
堂
五

同
志
や
山
口
玄
洞
の
活
力
溢
れ
る
企
業
家
精
神
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
企
業
家
と
は
要
す
る
に
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
い
う
革
新

者
（
イ
ノ
ベ
イ
タ
ー
）
で
あ
り
、
新
し
い
秩
序
を
創
り
上
げ
る
創

造
的
破
壊
の
担
い
手
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
が
、
そ
う
し
た
企

業
家
の
ニ
ー
ト
ス
（
経
済
倫
理
）
に
「
ハ
レ
」
と
「
ヶ
」
の
橋
渡

し
を
お
こ
な
う
中
核
的
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

懐
徳
堂
学
か
ら
は
儒
教
資
本
主
義
の
ル
ー
ツ
が
感
じ
取
ら
れ
ま

す
し
、
ま
た
山
口
玄
洞
の
行
動
原
理
の
な
か
に
は
仏
教
資
本
主
義

と
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
日
本
資
本

主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
、
そ
う
し
た
儒
教
資
本
主
義
や
仏
教
資

本
主
義
の
価
値
体
系
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代
を
迎
え
、
国
際

化
・
自
由
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・
文

化
は
大
き
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
再
編
成
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認
が
迫
ら

れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
懐
徳
堂
学
が
現
代
に
残
し
て
い
る
歴
史
の
教

訓
や
、
山
口
玄
洞
の
清
純
な
生
涯
が
現
代
に
何
を
語
り
か
け
て
い

八

る
か
を
、
も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
が
私
た
ち
に
与
え
ら

れ
て
い
る
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
大
阪
の
文
化
振
興
や
、
大
阪
の

活
性
化
を
語
る
場
合
、
こ
う
し
た
歴
史
か
ら
何
か
を
学
び
取
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
倫

理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
(
-
九

0
四
ー
一
九

0
五
年
）
の
な
か

で
、
資
本
主
義
経
済
を
構
成
す
る
原
理
と
し
て
、
日
道
徳
的
標

準

□
生
産
す
る
財
の
「
全
体
」
に
対
す
る
重
要
性
昌
私

経
済
的
収
益
性
—
_
内
で
4
の
三
点
を
指
摘
し
、
一
番
最
初
に
収
益

性
で
は
な
く
て
モ
ラ
ル
を
挙
げ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ウ

ニ
ー
バ
ー
の
西
欧
資
本
主
義
に
お
け
る
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
的
合
理
主

義
を
念
頭
に
置
い
て
、
森
嶋
通
夫
氏
は
『
な
ぜ
日
本
は
「
成
功
」

し
た
か
？
i
_ー
先
進
技
術
と
日
本
的
心
情
ー
』
（
昭
和
五
十
九

年
・

T
B
S
プ
リ
タ
ニ
カ
発
行
）
に
お
い
て
、
日
本
独
自
の
儒
教

資
本
主
義
の
成
立
過
程
と
そ
の
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
力
を
注

い
で
い
る
の
は
大
へ
ん
興
味
深
く
思
い
ま
す
。

懐
徳
堂
に
見
ら
れ
る
儒
教
文
化
や
山
口
玄
洞
の
企
業
者
活
動
を

裏
づ
け
て
い
た
仏
教
文
化
に
は
、
ウ
ニ
ー
バ
ー
の
い
う
資
本
主
義

精
神
に
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
人
の
ニ
ー
ト
ス
や
、
現
代
日
本

経
済
の
原
像
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

（
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
三
日
）
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
近
畿
大
学
教
授
）




